
せんだい健幸省エネ住宅補助金

（部分改修向け）

＜令和６年度事業概要＞



2

（2）補助対象
市内に居住の用に供されている住宅を所有する個人、その配偶者又は一親等の親族で
市内に居住する方

〇対象者

〇対象住宅 住宅の一部を部分的に断熱改修※する市内の既存住宅

※事業内容は未確定であり、
一部変更することがあります

※窓の場合は、内窓設置又は外窓交換を対象とし、ガラス交換は対象としません。
また、国の先進的窓リノベ事業において、製品として登録されている窓を用いる改修工事を対象とします。
床、壁、屋根、天井の場合は、断熱材を入れる工事を対象とします。

※令和６年４月１日以降に断熱改修に着手した工事を対象とします（工事請負契約を締結する日は問いません。）。
※補助金の申請者、工事請負契約の締結者、改修工事の代金を負担する方が同じでない場合は、対象となり
ません。

※住宅を全体的に断熱改修する方は、「せんだい健幸省エネ住宅補助金（全体改修向け）の要件も併せてご確
認ください。

（1）趣旨・目的

仙台市域における温室効果ガス排出削減の推進を目的とし、既存住宅の高断熱化を促進する
ため、住宅の一部（窓、床、壁、天井、屋根）を断熱改修する費用の一部を補助します。

部分改修向け補助金について



※1（）内は基礎断熱の場合の数値 厚さ

熱伝導率

断熱材の「厚さ」÷「熱伝導率」
で求めます。熱伝導率は断熱材の
種類毎に決まった値を使用します。

熱抵抗値（R値）の求め方

R値3.0 R値1.0

10㎡ 10㎡

平均熱抵抗値の求め方
R値3.0と1.0の断熱材を10
㎡ずつ床下断熱した場合

3.0×10＋1.0×10

20
＝2.0

平均熱抵抗値
2.0

面積の合計

R値3.0部分の面積 R値1.0部分の面積

（2）補助上限額について
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※事業内容は未確定であり、
一部変更することがあります

①床、壁、屋根、天井

②窓
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※2 床、壁、屋根、天井のうち２つ以上を断熱改修する場合も、上限額は最大で200,000円となります。

・平均熱抵抗値や熱貫流率が基準値を下回る場合は、補助対象となりません。
・①と②の両方の改修工事を行った場合は、最大300,000円が補助額となります。

部位 平均熱抵抗値 補助上限額

床 1.0以上（0.5以上）※1

200,000円※2壁 2.0以上

屋根、天井 2.0以上

熱貫流率 補助上限額

1.9以下 100,000円

補助対象となる性能の基準を、令和5年度の基準（2.33以下）
から引き上げ



（3）補助額の算定方法

床① 補助単価 × 施工面積① ＝ 計①

床② 補助単価 × 施工面積② ＝ 計②

床③ 補助単価 × 施工面積③ ＝ 計③

補助単価で算定見積額
（例）床断熱の場合

同様に算定

壁の補助額 屋根・天井
の補助額

合計補助額

合計2合計1

合計1と合計2の低い方

合計
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見積額から
他補助金を
差し引いた額
（補助対象経費）

4
※事業内容は未確定であり、
一部変更することがあります

①床、壁、屋、天井：補助単価（一律2,000円／㎡）×施工面積

床の補助額

補助額

補助上限額
20万円

低い方



（3）補助額の算定方法

窓① 合計①

窓② 合計②

窓③ 合計③

性能・サイズで算定

補助額

窓の補助額

合計

上限額と合計の低い方

低い方
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見積額から
他補助金を
差し引いた額
（補助対象経費）

熱貫流率 サイズ 補助額

1.9以下

2.8㎡以上 28,000円/箇所

1.6㎡以上
2.8㎡未満

16,000円/箇所

0.2㎡以上
1.6㎡未満

10,000円/箇所

1.6以下

2.8㎡以上 37,000円/箇所

1.6㎡以上
2.8㎡未満

21,000円/箇所

0.2㎡以上
1.6㎡未満

13,000円/箇所
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※事業内容は未確定であり、
一部変更することがあります

②窓：性能・サイズごとに定額

補助上限額
10万円
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※事業内容は未確定であり、
一部変更することがあります
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（4）申請期間

＜予定＞
第１回：令和６年 ５月１５日（水）～ ６月２８日（金）
第２回：令和６年 ８月１５日（木）～ ９月３０日（月）
第３回：令和６年１１月１５日（金）～１２月２７日（金）
第４回：令和７年 ２月 ３日（月）～ ２月１４日（金）

※受付期間は４回を予定していますが、予算がその前になくなった場合は、その回で受付を
終了し、以降の回については、受付しません

※工事完了後の申請となります（申請時は工事前の写真が必要です）
※令和６年４月１日以降に断熱改修に着手した工事を対象とします（工事の契約締結日は問い
ません）

※各回の受付期間中において、全体の予算額を申請額が上回った場合は、抽選を行います
※募集期間ごとに予算の配分は行いません
※工事の施工業者等に申請手続きの代行を依頼しても構いません

（各回必着。予算がなくなり次第終了）
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※事業内容は未確定であり、
一部変更することがあります
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（5）申請書類
交付申請兼実績報告

① 交付申請書兼実績報告書（市様式） ⑨

（窓の場合）

国の先進的窓リノベ事業の性能区分や製品型番が
分かる書類
（先進的窓リノベ事業の対象製品一覧または性能証明書等）

② 補助額算定表（市様式） ⑩ 建物平面図（改修箇所等を記載）

③ 住民票
(交付日が申請日前3か月以内のもの）

⑪
写真（建物全景写真、工事前・工事後の写真）
※工事箇所ごとに撮影。工事後の写真は、二重窓にしたことや、断熱材を入れたこ
とが分かるように撮影。

④
（建物所有者の配偶者又は一親等の親族が申請する場合）

建物所有者と申請書との続柄を証明する書類
（住民票又は戸籍全部事項証明書等）

⑫ 領収書等の写し
（改修費用を申請者が負担したことが分かるもの）

⑤ 建物の登記事項証明書
（交付日が申請日前3か月以内のもの）

⑬ 断熱材・窓の出荷証明書等の写し（市参考様式）

⑥ 工事請負契約書等の写し
（申請者名義の契約であること）

⑭ 市税の滞納がないことの証明書
（市税納付状況確認に同意した場合は不要。交付日が申請日前30日以内のもの）

⑦ 工事着工完了届出書（市参考様式）
（工事請負契約書等で工事着工日、完了日が確認できない場合）

⑮ 他の補助金の額が分かる書類の写し

⑧ 見積書等の写し
（申請者宛であること。断熱材の施工面積や厚さ、窓サイズ、改修箇所等を記載）

⑯ その他市長が必要と認める書類



申請者

仙台市

（6）手続きの流れ

工事
完了

審査

交付
申請

交付
決定

請求書
提出

振込
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※事業内容は未確定であり、
一部変更することがあります

※断熱改修に着手した日が令和６年４月１日以降である改修工事が対象となります
※申請は工事完了後ですが、工事前写真が必要です
※各回の申請受付期間中に申請してください

補助金
受領


